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1) 2004 年度と 2006 年度の総合研究調査報告としては、それぞれ人文科学研究所月報第 217 号（南インド
総合研究特集）と第 230 号（北・西部インド総合研究特集）を参照されたい。 
2) Robert S. Newman, ‘Goa: The Transformation of an Indian Region’, Pacific Affairs, vol. 57, no. 3 
(Autumn, 1984), p. 430. 鉄鉱石の最大の輸出先は日本や西ドイツであり、当時の八幡製鉄、富士製鉄、日
本鋼管等が買い付けた。詳細は、Fátima da Silva Gracias, ‘Iron Ore Rush and the Quality of Life in Goa 
1947-1961’, in Charles J. Borges, Óscar G. Pereira, Hannes Stubbe, eds., Goa and Portugal: History 
and Development (New Delhi, 2000), pp. 72-85. このような日本によるゴアからの鉄鉱石買い付けが、ポ
ルトガルによるゴアの植民地化を長期化させたとの批判的意見もある。 





























                                                          
3) Louis J. Smith, ed., Foreign Relations of the United States, 1961-1963, Volume XIX South Asia 
(Washington, 1996), p. 157 (Telegram from the Department of State to the Embassy in India). 
Department of State, Central Files, 753D.00/12-961 及び 12-1461. この頃の駐印アメリカ大使は、時の
大統領ジョン・F・ケネディと親交のあった制度学派の経済学者ケネス・ガルブレイス（John Kenneth 
Galbraith）であった。 











のは 1505 年にポルトガル王マヌエル 1 世からインド総督（副王）に任命されたフランシスコ・
デ・アルメイダ（Francisco de Almeida）であるが、マルムーク朝は 1517 年にはオスマンと
の戦いに敗れ滅亡しているから、この海戦はエジプト王朝末期における最後の足掻きとも言え
よう。ディーウは 1961 年のインド軍の侵攻までは、ゴアやダマン（Daman）とともにポルト














額が落ち込み政治的変革もなくゴア社会は停滞した。1749 年から 1777 年までポルトガルを支
配し様々な改革を手がけたポンバル侯（Marquez de Pombal）の時代も、ゴア社会の基本的構
                                                          
4) Marguerite Eyer Wilbur, The East India Company and the British Empire in the Far East (New York, 
1970 reissued), pp. 43-51, 58-60. 








主導型のスペインの異端審問制度では、制度の頂点に Suprema（ポルトガルでは Conselho 























                                                          
5) Newman, ‘Goa: The Transformation of an Indian Region’, p. 429. 

























                                                          
6) M.N. Pearson, The New Cambridge History of India: The Portuguese in India (Cambridge, 1990 
reprint), p. 15. 




8) Francisco Bethencourt, La Inquisiciόn en la época moderna: España, Portugal, Italia, siglos XV-XIX 
(Madrid, 1995), pp. 281-367. イベリア半島の異端審問制度については、拙稿「スペイン異端審問制度の史
的展開と司法権の時代的・地域的特質」『専修大学社会科学研究所月報』No. 547（2009.1.20）を参照され
たい。その他にも、異端審問所がポルトガルに設置される 30 年前の 1506 年にリスボンで起こったユダヤ
教徒虐殺事件（Lisbon Pogrom）も、ポルトガルにおけるマラーノに対する厳しい迫害の状況を世界に印
象付けるには十分であった。 

























純潔」（Limpeza de Sangue）も廃止される。9) 現代ポルトガルではポンバルの改革に対する評
価は高いが、彼の改革路線の政策内容は、実際にはこのように非常に強権的な色彩をあわせ持っ
                                                          







に対する国王の絶大な権限と役割は維持されることとなる。Juan Meseguer Fernández, ‘El período 
fundacional (1478-1517)’ in Joaquín Pérez Villanueva and Bartolomé Escandell Bonet, eds., Historia 
de la Inquisición en España y América I (Madrid, 1984) pp. 300-306. 
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ていた。マリア 1 世の即位後ポンバル侯が宰相職を解任されると、ゴアにおいても異端審問所



























することのない所謂 mare liberum の状態が維持されたと考えられる。11) 
                                                          
10) Kenneth Maxwell, Pombal: Paradox of the Enlightenment (Cambridge, 1995); デビッド・バーミンガ
ム『ポルトガルの歴史』ケンブリッジ版世界各国史、創土社、116－126 頁。 
11) Pearson, The Portuguese in India, pp. 23-29. 



















































ミゲール・ヴァズ（Miguel Vaz）やディオゴ・ボルバ（Diogo Borba）によって指揮された。12) 
1534 年にゴアは司教区となったが、異教徒の改宗政策は期待通りには進まず、キリスト教徒の







                                                          
12) ゴアのヒンドゥー寺院の中でも最も美しいとされたシリ・マハラサ寺院（Shri Mahalasa Temple）は、
ゴアのカトリック教会関係者の間でもカトリック教会に改修する形で保存しようとする動きがあったが、
結局そのような提案は拒否されている。Archana Kakodkar, ‘Religious Rituals and their Positive and 
Negative Impact on Hindu Society’, in Charles J. Borges, et al., eds., Goa and Portugal, p. 283. 
13) この頃の宣教師用語では、愛（love）や慈悲（misericordia）と厳格な執行（rigor）とは反意語ではない。
修辞学者は rigor de misericordia は矛盾語法（oxymoron）であると主張するかもしれないが、1540 年代の
ポルトガルのゴアにおける改宗政策の精神を表現するには最も適切な表現であろう。Ines G. Županov, 
Missionary Tropics: The Catholic Frontier in India (16th-17th Centuries) (Ann Arbor, 2005), p. 71. 

































15) A.K. Priolkar, The Goa Inquisition (New Delhi, 1991), pp. 60-62, 64-65, 68-70, 73. 
16) Ibid., pp. 73-5. 






























                                                          
17) Sanjay Subrahmanyam and Luís Filipe F.R. Thomaz, ‘Evolution of empire: the Portuguese in the 
Indian Ocean during the Sixteenth Century’, in James D. Tracy, ed., The Political Economy of 
Merchant Empires, State Power and World Trade 1350-1750 (Cambridge, 1991), p.304; Pearson, The 
Portuguese in India, pp. 34-35. 
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が重用されることはなかった。C.R. Boxer, ‘A Glimpse of the Goa Archives’, Bulletin of the School of 
Oriental and African Studies, XIV, 323-324 [C.R. Boxer, Portuguese Conquest and Commerce in 
Southern Asia 1500-1750 (London, 1985)に収録] 





























                                                          
21) Francisco Bethencourt, ‘Political Configurations and Local Powers’, in Francisco Bethencourt and 
Diogo Ramada Curto, eds., Portuguese Oceanic Expansion, 1400-1800 (Cambridge, 2007), pp. 211, 227. 
ポルトガルの領土拡張の動きには、1580 年にポルトガルを併合するスペイン・ハプスブルク朝の影響が大
きいとの説もある。S. Subrahmanyam, The Portuguese Empire in Asia 1500-1700. A Political and 
Economic History (London, 1993), pp. 108-116; Rafael Valladares, Castilla y Portugal en Asia 
(1580-1680) Declive imperial y adaptación (Leuven, 2001), p. ix. 
































                                                          
22) Pearson, The Portuguese in India, pp.83-85. 






























                                                          
23) Ibid., pp. 88-89. 1510 年にアルブケルケが征服した地域は、ティスワディといくつかの小島を合わせて
単に Ilhas（島々）と呼ばれていた。今日のゴアの中心部であるが、この状況は 1543 年まで続き、ゴアが
今日のゴア州の広さまで拡大したのは 18 世紀半ばになってからである。 
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28) A.R. Disney, A History of Portugal and the Portuguese Empire: From Beginnings to 1807 (Cambridge, 
2009), vol. 1, pp. 186-187. 



























学教育を担うセント・ポール・カレッジの卒業生は、教区（在俗）司祭（clero secular, secular 
priest）として地元の宣教地に送られた。彼らはポルトガルの政治・軍事エリートと違い、一
生インドと付き合いこの地に骨を埋めた。彼らが修道司祭（clero, regular, regular priest）で
はなく教区司祭として現地に赴任したことも、社会統合に向けた教会の役割を鮮明化した。こ
れら教区司祭はブラフミンの出身で、かつてのヒンドゥー教僧侶がキリスト教僧侶となって同
                                                          
29) C.R. Boxer, The Portuguese Seaborne Empire 1415-1825 (London, 1969), pp. 66-67. 
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じ地元に奉仕する姿が浮かび上がる。30) 











16 世紀及び 17 世紀の宣教に対する熱意は、18 世紀には大きく減退し、宣教師の数では他の修















                                                          
30) Pearson, The Portuguese in India, pp. 123, 126-7. 
31) Stephen Neill, A History of Christianity in India 1707-1858 (Cambridge, 1985), pp. 71-72. 
32) Ibid., pp. 109, 120. 
33) Susan Bayly, Saints, Goddesses and Kings: Muslims and Christians in South Indian Society 1700-1900 
(Cambridge, 1989), p. 328. 






























ばれる国王布教権が与えられていた事実がある。ポルトガル王室は 1456 年から 1514 年の間





































                                                          
34) Donald F. Lach, Asia in the Making of Europe: The Century of Discovery: Book One (Chicago, 1965), 
pp. 230-245. 
































































                                                          
36) Priolkar, The Goa Inquisition, pp.48, 53-56. ランチロットは日本についても報告を出しており、日本人
アンジロー（或いはヤジロー）からの聴取に基づく聞き書きでは、日本の政治体制、軍事、宗教、貿易等
についての紹介がある。「日本関係海外史料イエズス会日本書翰集 訳文編之一（上）『東京大学史料編纂
所報』第 27 号（1992 年） 































                                                          
37) Henry Charles Lea, A History of the Inquisition of Spain (New York, 1906-7), vol. 3, 260-261.  
38) Priolkar, The Goa Inquisition, pp. 26-27. 






























                                                          
39) William Monter, Frontiers of Heresy: The Spanish Inquisition from the Basque Lands to Sicily 
(Cambridge, 1990), pp. 32-35. 
40) スペインの異端審問所の手続き・審判課程については、拙稿「スペイン異端審問制度の史的展開と司法
権の時代的・地域的特質」41-46 頁を参照。 







続きによって進められた。ゴア異端審問所設立直後の運営は、Diploma Establishing the Goa 
Inquisition と呼ばれる文書に基づいてなされている。その後は、1640 年にフランシスコ・デ・
カストロ（Francisco de Castro）司教によって出版された『異端審問規則』Regimento do Santo 
Officio da Inquisiҫam dos Reynos de Portugal (Manual of Rules and Regulations of the Holy 




















                                                          
41) Priolkar, The Goa Inquisition, pp. 26-29. 
42) Ibid., pp. 87-91. 
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でもあったチャールズ・デロン（Charles Dellon）及びクラウディウス・ブキャナン（Claudius 






デロンはゴア到着後すぐに異端審問所で尋問を受ける。審問官が座る法廷は Mesa do Santo 
Officio と呼ばれ、デロンが到着した頃は、２人の審問官のうちの１人がポルトガルに帰還し彼
の後任がいまだ任命されていなかったために、大審問官（grande inquisidor, grand inquisitor）
であったフランシスコ・デルガド・デ・マトス（Francisco Delgado de Matos）１人による尋












れ、その直後にフランスに帰国している。結局デロンが２つの回顧録（Relation d’un Voyage 






                                                          
43) Dellon’s Account of the Inquisition at Goa (Relation de l’Inquisition de Goa)と‘Dr. Buchanan’s Account 
of the Inquisition at Goa in 1808’ は Priolkar, The Goa Inquisition の最後に収録されているものを参照。 
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Buchanan’s Account of the Inquisition at Goa in 1808’, p. 94. 
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Temas y problemas (Madrid, 2000), III, 1042; Gonzalo Cerrillo Cruz, Los Familiares de la Inquisición 
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47) Dellon’s Account of the Inquisition at Goa, pp. 25-26. 
48) Francisco Bethencourt, ‘The Auto da Fé: Ritual and Imagery’, Journal of the Warburg and Courtauld 
Institutes, vol. 55 (1992), pp. 158,162. この論文の最後に、ゴアのアウト・ダ・フェを含め多くの関連版画の
イメージが掲載されている。 
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